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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
【化１】

の化合物もしくはその薬学的に許容される塩、および薬学的に許容される担体を含む、赤
血球細胞（ＲＢＣ）の寿命を延長するための組成物であって、ここで、
　Ｗ、Ｘ、Ｙ、およびＺは、それぞれ、独立して、ＣＨまたはＮであり、
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　ＤおよびＤ１は、独立して、結合、またはＮＲｂであり、
　Ａは、任意に置換されたアリール、または任意に置換されたヘテロアリールであり、
　Ｌは、結合、－Ｃ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ

）ｍ－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲｂＣ（Ｓ）－、または－
ＮＲｂＣ（Ｏ）－であり（Ｒ１への結合点は、左側にある）、
　Ｒ１は、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、およびヘテロシクリ
ルからなる群より選択され、それらのそれぞれは、０～５のＲｄの発生で置換され、
　各Ｒ３は、独立して、ハロ、ハロアルキル、アルキル、ヒドロキシル、および－ＯＲａ

からなる群より選択されるか、または２つの隣接するＲ３が、それらが結合する炭素原子
とともに、任意に置換されたシクリルを形成し、
　各Ｒａは、独立して、アルキル、アシル、ヒドロキシアルキル、およびハロアルキルか
らなる群より選択され、
　各Ｒｂは、独立して、水素およびアルキルからなる群より選択され、
　各Ｒｃは、独立して、水素、ハロ、アルキル、アルコキシ、およびハロアルコキシから
なる群より選択されるか、または２つのＲｃが、それらが結合する炭素原子とともに、任
意に置換されたシクロアルキルを形成し、
　各Ｒｄは、独立して、ハロ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルキル、アルキニル、
ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲａ

、－ＳＲａ、－ＮＲａＲｂ、および－ＯＲａからなる群より選択されるか、または２つの
Ｒｄが、それらが結合する炭素原子とともに、任意に置換されたヘテロシクリルを形成し
、
　ｎは、０、１、または２であり、
　ｍは、１、２、または３であり、
　ｈは、０、１、２であり、
　ｇは、０、１、または２であり、そして
　ここで、前記組成物が、全血またはパック細胞に体外で直接添加される、
組成物。
【請求項２】
　ピルビン酸キナーゼ欠損症を治療するための組成物であって、式Ｉで示される化合物ま
たはその薬学的に許容される塩と薬学的に許容される担体とを含み；ここで、式Ｉが請求
項１に記載されたものであり、そしてここで、前記ピルビン酸キナーゼ欠損症がピルビン
酸キナーゼＲの変異に関連する、組成物。
【請求項３】
　前記ピルビン酸キナーゼＲの変異が、Ｒ５１０Ｑ、Ｒ５３２Ｗ、およびＴ３８４Ｗから
なる群から選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　式Ｉの化合物もしくはその薬学的に許容される塩、および薬学的に許容される担体を含
む、赤血球中のＰＫＲを活性化させるための組成物であって、ここで、式Ｉが請求項１に
記載されたものである、組成物。
【請求項５】
　前記ＰＫＲが、変異体ＰＫＲである請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記変異体ＰＫＲが、Ｇ３３２Ｓ、Ｇ３６４Ｄ、Ｔ３８４Ｍ、Ｒ４７９Ｈ、Ｒ４７９Ｋ
、Ｒ４８６Ｗ、Ｒ５３２Ｗ、Ｒ５１０Ｑ、およびＲ４９０Ｗからなる群から選択される請
求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が式（Ｉ）により表される、請求項１～６
のいずれか１項に記載の組成物であって、
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【化７】

　ここで、
　Ｗ、Ｘ、Ｙ、およびＺは、それぞれ、独立して、ＣＨまたはＮであり、
　ＤおよびＤ１は、独立して、結合またはＮＲｂであり、
　Ａは、任意に置換された二環式ヘテロアリールであり、
　Ｌは、結合、－Ｃ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ

）ｍ－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲｂＣ（Ｓ）－、または－
ＮＲｂＣ（Ｏ）－であり（Ｒ１への結合点は、左側にある）、
　Ｒ１は、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、およびヘテロシクリ
ルからなる群より選択され、それらのそれぞれは、０～５のＲｄの発生で置換され、
　各Ｒ３は、独立して、ハロ、ハロアルキル、アルキル、ヒドロキシル、および－ＯＲａ

からなる群より選択されるか、または２つの隣接するＲ３が、それらが結合する炭素原子
とともに、任意に置換されたシクリルを形成し、
　各Ｒａは、独立して、アルキル、アシル、ヒドロキシアルキル、およびハロアルキルか
らなる群より選択され、
　各Ｒｂは、独立して、水素およびアルキルからなる群より選択され、
　各Ｒｃは、独立して、水素、ハロ、アルキル、アルコキシ、およびハロアルコキシから
なる群より選択されるか、または２つのＲｃが、それらが結合する炭素原子とともに、任
意に置換されたシクロアルキルを形成し、
　各Ｒｄは、独立して、ハロ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルキル、アルキニル、
ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲａ

、－ＳＲａ、－ＮＲａＲｂ、および－ＯＲａからなる群より選択されるか、または２つの
Ｒｄが、それらが結合する炭素原子とともに、任意に置換されたヘテロシクリルを形成し
、
　ｎは、０、１、または２であり、
　ｍは、１、２、または３であり、
　ｈは、０、１、２であり、
　ｇは、０、１、または２である、組成物。
【請求項８】
　ｈが、１であり、ｇが１である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　Ｗ、Ｘ、Ｙ、およびＺが、ＣＨである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　ＤがＮＲｂであり、Ｄ１が結合である、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｒｂが、Ｈ、メチル、またはエチルである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　Ｌが結合、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－、－ＮＲｂＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ
）－、－Ｃ（Ｏ）－、または－Ｏ（ＣＯ）－である、請求項１～１０のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項１３】
　Ｌが結合であり、そしてＲ１が、０～５のＲｄの発生で置換されているアルキル、アリ
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ール、またはヘテロアリールである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　Ｌが、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－であり、そしてＲ１が、０～５のＲｄの発生で置換されて
いる、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、またはヘテロシクリルである、請求
項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　Ｌが、－ＮＲｂＣ（Ｏ）－であり、Ｒｂが、水素であり、そしてＲ１が、０～５のＲｄ

の発生で置換されているアリールである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１６】
　Ｌが、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ）－であり、そしてＲ１が、０～５のＲｄの発生で
置換されている、シクロアルキル、アリール、またはヘテロアリールである、請求項１２
に記載の組成物。
【請求項１７】
　Ｌが、－Ｃ（Ｏ）－であり、そしてＲ１が、０～５のＲｄの発生で置換されている、ア
リール、アルキル、またはヘテロアリールである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１８】
　Ｌが、－ＯＣ（Ｏ）－であり、そしてＲ１が、０～５のＲｄの発生で置換されている、
アルキル、アリール、またはヘテロシクリルである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１９】
　Ｌが、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－ＯＣ（Ｏ）－であり、そしてＲ１が、０～５のＲｄの発生
で置換されている、ヘテロシクリルまたはシクロアルキルである、請求項１２に記載の組
成物。
【請求項２０】
　ｎが０である、請求項１２～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
　ｎが１であり、Ｒ３が、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、ＯＣＨ３、ＯＣＨ２ＣＨ３、ＯＨ、Ｆ
、Ｃｌ、またはＣＦ３である、請求項１２～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、式（Ｉｄ）
【化２２】

により表される、請求項１～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２３】
　Ａが、任意に置換されたキノリニルである、請求項７～２２のいずれか１項に記載の組
成物。
【請求項２４】
　Ａが、
【化２４】

である、請求項７～２２のいずれか１項に記載の組成物。
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【請求項２５】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
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からなる群より選択される、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、

【化２６Ａ】
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【化２６Ｂ】

および
【化２６Ｃ】

からなる群より選択される、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
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【化２７】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、

【化２８】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
【化２９】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
【化３０】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、

【化３１】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３２】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、

【化３２】
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である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
【化３３】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３４】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
【化３４】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３５】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、

【化３５】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３６】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
【化３６】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３７】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
【化３７】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、
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【化３８】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３９】
　前記化合物またはその薬学的に許容される塩が、

【化３９】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　ある実施形態において、赤血球細胞の寿命を延長するために、本明細書において説明さ
れる化合物、組成物、または薬学的組成物は、全血またはパック細胞に体外で添加され、
または（例えば、腹腔内、点滴、筋肉内、経口、吸入（エアロゾル化送達）、経皮的、舌
下、および他の送達経路により）直接対象（例えば患者）に提供される。理論に縛られる
ことなく、本明細書において説明される化合物は、ＲＢＣの寿命を延長させ、それにより
、血液からの２，３－ＤＰＧの放出率に影響を与えることにより、貯蔵した血液の老化に
対抗する。２，３－ＤＰＧの濃度のレベルの低下により、酵素－ヘモグロビン解離曲線の
左方移動が誘発し、Ｒ、すなわち酸化状態までアロステリック平衡（ａｌｌｏｓｔｅｒｉ
ｃ　ｅｑｕｉｌｉｂｒｉｂｒｉｕｍ）をシフトすることにより、２，３－ＤＰＧの欠損に
よる酸素親和性を増加させることによる鎌状化の根底となる細胞内重合の治療的阻害を生
じることとなり、それによって、より溶性の酸素化ヘモグロビンを安定化させる。したが
って、１つの実施形態において、本明細書において説明される化合物および薬学的組成物
は、抗鎌状化薬として有益である。別の実施形態において、２，３－ジホスホグリセリン
酸を調節するために、本明細書において説明される化合物、組成物、または薬学的組成物
は、全血またはパック細胞に体外で直接添加され、または、（例えば、腹腔内、点滴、筋
肉内、経口、吸入（エアロゾル化送達）、経皮的、舌下、および他の送達経路により）直
接対象（例えば患者）に提供される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
　ある実施形態において、赤血球細胞の寿命を延長するために、本明細書において説明さ
れる化合物、組成物、または薬学的組成物は、全血またはパック細胞に体外で添加され、
または（例えば、腹腔内、点滴、筋肉内、経口、吸入（エアロゾル化送達）、経皮的、舌
下、および他の送達経路により）直接患者に提供される。理論に縛られることなく、本明
細書において説明される化合物は、ＲＢＣの寿命を延長させ、それにより、血液からの２
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，３－ＤＰＧの放出率に影響を与えることにより、貯蔵した血液の老化に対抗する。２，
３－ＤＰＧの濃度のレベルの低下により、酸素－ヘモグロビン解離曲線の左方移動が誘発
し、Ｒ、すなわち酸化状態までアロステリック平衡（ａｌｌｏｓｔｅｒｉｃ　ｅｑｕｉｌ
ｉｂｒｉｂｒｉｕｍ）をシフトし、それによって、２，３－ＤＰＧ枯渇による酸素親和性
を増加させることによる鎌状化の根底となる細胞内重合の治療的阻害を生じることとなり
、それにより、より溶性の酸素化ヘモグロビンを安定化させる。したがって、一実施形態
において、本明細書において説明される化合物および薬学的組成物は、抗鎌状化薬として
有益である。別の実施形態において、２，３－ジホスホグリセリン酸を調節するために、
本明細書において説明される化合物、組成物、または薬学的組成物は、全血またはパック
細胞に体外で直接添加され、または、（例えば、腹腔内、点滴、筋肉内、経口、吸入（エ
アロゾル化送達）、経皮的、舌下、および他の送達経路により）直接患者に提供される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４６】
　いくつかの実施形態のいくつかの態様をこのように説明してきたが、種々の変更、修正
、および改善が、当業者には容易に思いつくであろうことが理解されるものとする。その
ような変更、修正、および改善は、本開示の一部であることが意図され、本発明の精神お
よび範囲内にあることが意図される。したがって、前述の説明および図面は、例示のみを
目的とする。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　（１）式（Ｉ）
【化１ｃ】

の化合物もしくはその薬学的に許容される塩、
（２）式Ｉの化合物もしくはその塩および担体を含む組成物、または
（３）式Ｉの化合物もしくはその薬学的に許容される塩および薬学的に許容されるな担体
を含む薬学的に許容される組成物
の有効量を血液と接触させることを含み、その必要のある赤血球細胞（ＲＢＣ）の寿命を
延長する方法。
（式中、
　Ｗ、Ｘ、Ｙ、およびＺは、それぞれ、独立して、ＣＨまたはＮから選択され、
　ＤおよびＤ１は、独立して、結合、またはＮＲｂから選択され、
　Ａは、任意に置換されたアリール、または任意に置換されたヘテロアリールであり、
　Ｌは、結合、－Ｃ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ

）ｍ－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲｂＣ（Ｓ）－、または－
ＮＲｂＣ（Ｏ）－であり（Ｒ１への結合点は、左側にある）、
　Ｒ１は、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、およびヘテロシクリ
ルから選択され、それらのそれぞれは、０～５のＲｄの発生で置換され、
　各Ｒ３は、独立して、ハロ、ハロアルキル、アルキル、ヒドロキシル、および－ＯＲａ

から選択されるか、または２つの隣接するＲ３が、それらが結合する炭素原子とともに、
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任意に置換されたヘテロシクリルを形成し、各Ｒａは、独立して、アルキル、アシル、ヒ
ドロキシアルキル、およびハロアルキルから選択され、
　各Ｒｂは、独立して、水素およびアルキルから選択され、
　各Ｒｃは、独立して、水素、ハロ、アルキル、アルコキシ、およびハロアルコキシから
選択されるか、または２つのＲｃが、それらが結合する炭素原子とともに、任意に置換さ
れたシクロアルキルを形成し、
　各Ｒｄは、独立して、ハロ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルキル、アルキニル、
ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲａ

、－ＳＲａ、－ＮＲａＲｂ、および－ＯＲａから選択されるか、または２つのＲｄが、そ
れらが結合する炭素原子とともに、任意に置換されたヘテロシクリルを形成し、
　ｎは、０、１、または２であり、
　ｍは、１、２、または３であり、
　ｈは、０、１、２であり、
　ｇは、０、１、または２である）。
（項目２）
　前記化合物が、全血またはパック細胞に体外で直接添加される、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記薬学的組成物が、その必要のある対象に投与される、項目１に記載の方法。
（項目４）
（１）式Ｉの化合物もしくはその薬学的に許容される塩、（２）式Ｉの化合物もしくはそ
の塩、および担体を含む組成物、または（３）式Ｉの化合物もしくはその薬学的に許容さ
れる塩、および薬学的に許容される担体を含む薬学的に許容される組成物の有効量を血液
と接触させることを含む、その必要のある血液中の、２，３－ジホスホグリセリン酸レベ
ルを調節するための方法であって、式Ｉが項目１に記載されたものである、方法。
（項目５）
（１）式ＩＩの化合物もしくはその薬学的に許容される塩、または（２）式ＩＩの化合物
もしくはその薬学的に許容される塩、および薬学的に許容される担体を含む薬学的に許容
可能な組成物の有効量の治療上有効量を、その必要のある対象に投与することを含む、遺
伝性非球形溶血性貧血を治療する方法であって、式ＩＩが項目１に記載されたものである
、方法。
（項目６）
（１）式Ｉの化合物もしくはその薬学的に許容される塩、または（２）式Ｉの化合物もし
くはその薬学的に許容される塩、および薬学的に許容される担体を含む薬学的に許容され
る組成物の有効量の治療上有効量を、その必要のある対象に投与することを含む、鎌状赤
血球貧血を治療する方法であって、式Ｉが項目１に記載されたものである、方法。
（項目７）
　前記化合物が、
式（Ｉ）
【化２ｃ】

により表され、
　式中、
　Ｗ、Ｘ、Ｙ、およびＺは、それぞれ、独立して、ＣＨまたはＮから選択され、
　ＤおよびＤ１は、独立して、結合またはＮＲｂから選択され、
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　Ａは、任意に置換された二環式ヘテロアリールであり、
　Ｌは、結合、－Ｃ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ

）ｍ－ＯＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲｂＣ（Ｓ）－、または－
ＮＲｂＣ（Ｏ）－であり、
　Ｒ１は、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、およびヘテロシクリ
ルから選択され、それらのそれぞれは、０～５のＲｄの発生で置換され、
　各Ｒ３は、独立して、ハロ、ハロアルキル、アルキル、ヒドロキシル、および－ＯＲａ

から選択されるか、または２つの隣接するＲ３が、それらが結合する炭素原子とともに、
任意に置換されたシクリル（ｃｙｃｌｙｌ）を形成し、
　各Ｒａは、独立して、アルキル、アシル、ヒドロキシアルキル、およびハロアルキルか
ら選択され、
　各Ｒｂは、独立して、水素およびアルキルから選択され、
　各Ｒｃは、独立して、水素、ハロ、アルキル、アルコキシ、およびハロアルコキシから
選択されるか、または２つのＲｃが、それらが結合する炭素原子とともに、任意に置換さ
れたシクロアルキルを形成し、
　各Ｒｄは、独立して、ハロ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルキル、アルキニル、
ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲａ

、－ＳＲａ、－ＮＲａＲｂ、および－ＯＲａから選択されるか、または２つのＲｄが、そ
れらが結合する炭素原子とともに、任意に置換されたヘテロシクリルを形成し、
　ｎは、０、１、または２であり、
　ｍは、１、２、または３であり、
　ｈは、０、１、２であり、
　ｇは、０、１、または２である、
項目１から６のいずれか１項に記載の方法。
（項目８）
　ｈが、１であり、ｇが１である、項目７に記載の方法。
（項目９）
　Ｗ、Ｘ、Ｙ、およびＺが、ＣＨである、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　ＤがＮＲｂであり、Ｄ１が結合である、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　Ｒｂが、Ｈ、メチル、またはエチルである、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　Ｌが結合、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－、－ＮＲｂＣ（Ｏ）－、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ
）－、－Ｃ（Ｏ）－、または－Ｏ（ＣＯ）－である、項目７～１１のいずれか１項に記載
の方法。
（項目１３）
　Ｌが結合である、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　Ｒ１が、０～５のＲｄの発生で置換されるアルキル、アリール、またはヘテロアリール
である、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　Ｌが、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－である、項目１２に記載の方法。
（項目１６）
　Ｒ１が、０～５のＲｄの発生で置換される、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリー
ル、またはヘテロシクリルである、項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　Ｌが、－ＮＲｂＣ（Ｏ）－であり、Ｒｂが、水素である、項目１２に記載の方法。
（項目１８）
　Ｒ１が、０～５のＲｄの発生で置換されるアリールである、項目１７に記載の方法。
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（項目１９）
　Ｌが、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－Ｃ（Ｏ）－である、項目１２に記載の方法。
（項目２０）
　Ｒ１が、０～５のＲｄの発生で置換される、シクロアルキル、アリール、またはヘテロ
アリールである、項目１９に記載の方法。
（項目２１）
　Ｌが、－Ｃ（Ｏ）－である、項目１２に記載の方法。
（項目２２）
　Ｒ１が、０～５のＲｄの発生で置換される、アリール、アルキル、またはヘテロアリー
ルである、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　Ｌが、－ＯＣ（Ｏ）－である、項目１２に記載の方法。
（項目２４）
　Ｒ１が、０～５のＲｄの発生で置換される、アルキル、アリール、またはヘテロシクリ
ルである、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
　Ｌが、－（ＣＲｃＲｃ）ｍ－ＯＣ（Ｏ）－である、項目１２に記載の方法。
（項目２６）
　Ｒ１が、０～５のＲｄの発生で置換される、ヘテロシクリル、またはシクロアルキルで
ある、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
　ｎが０である、項目１２～２６のいずれか１項に記載の方法。
（項目２８）
　ｎが１であり、Ｒ３が、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、ＯＣＨ３、ＯＣＨ２ＣＨ３、ＯＨ、Ｆ
、Ｃｌ、またはＣＦ３である、項目１２～２６のいずれか１項に記載の方法。
（項目２９）
　前記化合物が、式（Ｉｄ）
【化３】

により表される、項目１～６のいずれか１項に記載の方法。
（項目３０）
　前記化合物が、図１から選択される、項目１～６のいずれか１項に記載の方法。
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